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P-203 火星気象衛星と火星飛行機による
ダスト輸送メカニズム解明ミッション

大気中の加熱源大気循環を支配

雲の凝結核 水循環（脱水）

地表物性を変化放射収支

火星のダスト これまでの火星探査はほとんど太陽同期 太陽同期軌道からの観測の問題点

・極以外では，２つ（可視なら１つ）の地方時の情報しか得られない

・時間スケールを小さくしたとき，空間分解能が低下する

一方，火星で振幅が大きいのは日変化である

このミッションのアイディア

静止軌道からの観測
＋

火星探査航空機による
in situ観測

火星気象衛星の観測ターゲット
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（中）http://www.msss.com/mars_images/moc/dec02/npstorm/

McCleese et al. (2007) www.meted.ucar.edu
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